
鳴北中学校 平和宣言 

一、 私たち一人ひとりが、被爆された方々の思いを大切に受け継ぎ、原爆の悲惨さを

学び、未来に伝えていきます。 

一、 今、生きていること、命あることに感謝し、誰もが平等に生きる権利を大切にしま

す。 

一、 人の痛みがわかる心を持ち、思いやりの輪を広げ、身のまわりから平和な未来を

創っていきます。 

 

 ８月８日（木）16:43 頃に、宮

崎県日向灘を震源とするマニ

チュード 7.1 の地震が発生しま

した。この地震の発生は、南海ト

ラフ地震との関連性から、大規

模地震の発生可能性が相対的

に高まったと考えられています。 

 他人事とは考えず、有事に備

えて、自らの命を守る備えをして

おきましょう。 

No More Hiroshima, No More Nagasaki. 
(広島や長崎の悲劇を、繰り返してはならない。) 

No More Wars, No More Atomic Weapons. 
（もう、戦争なんていらない。もう核兵器なんていらない。） 

 

夢をかなえる４つの「Ｃ」  好奇心【Curiosity】 自信【Confidence】 勇気【Courage】 不変性【Constancy】 

グローバル化時代を見据え、より広い視野(GLOBAL)で、かつ、地元愛(LOCAL)にあふれる生徒を育成する 
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 文責 校長 山本将司 

今年も８月９日、県民祈りの日を迎えました。長崎に原爆が投下されて７９年が経ちます。 

毎年、生徒たちは、平和の尊さを学び、平和な世界をつくるために、自分たちに何ができるか

を考えます。今もなお、世界では争いごとが絶えません。報道で知るように、多くの人命が失わ

れています。戦争によって悲しむ人が、この世からなくなるように切に祈りながら、私たちは、

今年も平和集会を開催します。 

今年の平和集会では、人権平和委員による絵本の朗読や、「平和な世界をつくるには」という

テーマで意見発表などを行います。また、11:02 の黙とう後には、長崎県出身の福山雅治さんの

楽曲「クスノキ」を合唱します。 
  

８月９日 県民祈りの日 

 

少年の主張長崎県大会が、今年、時津町で開催されます。 

この大会は、中学生が日常生活の中で、何を感じ、考えてい

るのか、家庭や社会で自分の果たすべき役割は何か、また未

来や社会への提言や希望を発表する場です。 

鳴北中学校からの発表者はいませんが、吹奏楽部がアトラ

クションとして演奏したり、司会や受付などの係活動で参加し

たりと、大会の成功のために一役を担います。 

同世代の発表や仲間の頑張りを、ぜひ、会場で見てほしいと

思います。 

※日時 ８月 23日（金） １３：００～１６：００ 

※場所 とぎつ カナリーホール 

少年の主張 長崎県大会 地震への備え 


